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研究成果の概要（和文）：　本研究は、初期近代に再受容された原子論が、「科学」思想に与えた影響だけでな
く、ユートピア言説に与えた影響について学際的に考察した。原子論により「科学」は神の創造という枠組から
脱し、物質としての万物を扱う学問分野となり始める。同時期、ユートピア思想も、道徳的な教訓物語から脱
し、構成員である人間とそれを取り巻く社会の物質性を考察する具体的な共同体思想となり、再構成され始め
る。本研究では、このような科学とユートピア言説の転換期における両者の関係性を検討することで、近代にお
ける科学、国家、主体の関係性の構築過程を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：   This study examined the influence of atomism which was reevaluated in the
 early modern era on both "scientific" thoughts and utopian discourse. With the (re-)acceptance of 
atomism, "science" could escape from the framework of "God's Creation" and became a discipline on 
material things. At the same time, utopian thoughts could escape from didactic and moralistic 
stories and became a discourse on communities and human beings in a material world from the late 
seventeenth century.  In this study, by examining the relationship between scientific and utopian 
discourse, the process of constructing new interrelationships among science, nation state and 
subjects in the modern era were made clear.

研究分野：英米文学

キーワード： 原子論　主体　ユートピア　肉体　魂　共同体
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
（1）研究動向の背景 
 従来のユートピア思想／文学研究は、政治、
経済、文学など、それぞれの学問分野の観点
から考察されてきたが、現在では、学問分野
を横断する学際的な観点からの検討の必要
性が認識されている。その中でも、近年注目
を浴びているのは、科学史という学問分野の
発展とその成果に伴う「科学」とユートピア
思想との密接な関係である。このような研究
の成果について、例えば、初期近代では、
Francis Baconの New Atlantis に代表され
る「科学立国」による理想国家建設という思
想が社会に具体的に与えた影響について、歴
史的な検討がなされている［D. Albanese, 
New Science, New World (1996)等］。だが、
科学を基盤とした進歩思想とユートピア的
思想の結びつきが単純に望ましいものとさ
れるとき顕在化する両者の結びつきの危険
性（例えば、環境破壊など）について、その
始点である初期近代において歴史的に考察
した研究はまだ多くない。本研究課題は、こ
のような研究動向を踏まえて着想したもの
である。 
 
（2）本研究者の研究の背景 
 本研究者は、17世紀後半から 18世紀にか
けての自然への人間の視線と知の体系の形
成という観点からユートピア思想を考察し、
理性の構築性と感情／物質面での過剰さを
扱うユートピア思想の考察を行ってきた。本
研究課題は、このようなユートピア思想と自
然・物質への知覚の関係の研究を発展させた
ものである。 
 更に、本研究者は、ユートピアという（文
学）ジャンル自体の死と再生の過程に注目し、
その現代的な意味の再評価を行ってきてい
る。本研究は、このようなジャンルの変遷と
その役割の再評価の通時的研究を基にして、
再度、初期近代を扱う必要性から生じたもの
でもある。 
 本研究は、これまで進めてきた十七世紀の
女性作家マーガレット・キャヴェンディッシ
ュのユートピア思想と科学思想との関係に
ついての成果をもとに、現在、彼女の作品群
において、原子論がどのような形で受容され
／変容したか、そして、それが彼女の主体と
共同体の思想に与えた影響を踏まえ、このよ
うな原子論の重要性を、キャヴェンディッシ
ュ以外にも広げて考察する必要性の認識か
ら生じている。 
 以上のように、本研究課題は、これまでの
（1）自然と物質と人間の関係性の研究（2）
通時的なユートピア思想・ジャンル研究の見
直し作業 （3）マーガレット・キャヴェンデ
ィッシュと科学思想（原子論）の関係、とい
う 3方向の研究を基盤に着想したものであり、
そこに原子論という重要な概念を加えて考
察を加えるものである。 

 
２．研究の目的 
 
（1）全体の目的 
 本研究は、ギリシア・ローマ時代から存在
していて（エピクロス、ルクレティウス）、
初期近代にヨーロッパで再発見され、その後、
再評価された原子論が、「科学」思想に与え
た影響だけでなく、ユートピア言説に与えた
影響について、学問分野を横断し、学際的に
考察することを目的としている。 
 原子論が再度受容されたことにより「科
学」は世界／人間の神による創造という枠組
から脱し、万物を物質として扱うことが可能
な学問分野となり始める。同時期、ユートピ
ア思想も、道徳的な教訓物語から脱し、一方
では、物質性を伴う現実的な共同体を考察す
る思想となり、他方では、主体と共同体の多
様な関係性を想像する可能性の空間として
再構成され始める。本研究は、全体としては、
このような科学とユートピアの転換期にお
ける両者の関係性を原子論の観点から検討
し、近代における科学、国家、主体の関係性
の構築過程を明らかにすることを目的とし
ている。 
 
（2）個別の目的 
 具体的には、幅広いテクストを学際的な観
点から検討することで、この時代の原子論が
「科学」思想とその現実への応用、実用化に
おいて果たした役割（精神性から物質性への
転換）と、集団と個人の関係に関する概念と
その実現について原子論が果たした役割（全
体、主体、個人の関係についての思想）の関
係性が、ユートピア言説でどのように表象さ
れていたのかを明らかにすることを目指し
た。 
 その際、鍵となる研究対象は、17世紀後半
のマーガレット・キャヴェンディッシュとヘ
ンリー・モアである。両者ともこの時代に設
立された「科学」研究機関である王立協会と
のつながりがあると同時に、さまざまな形式
で文学テクストも生み出している。科学と文
学の関係性を扱ったこれらの作者における
原子論の受容とそのユートピア的言説を探
ることにより、上記の、物質性、国家におけ
る主体の役割の特徴を明らかにし、それが初
期近代の様々なテクストでどのように表象
されているのかについて検討することを目
的とした。 
 
３．研究の方法 
 
 原子論の観点から、初期近代におけるユー
トピア言説と科学言説を分析する際に、主に
以下の 4つの方法で研究を行った。 
 
（1)まず、 原子論に関する広範囲の 1 次資
料の収集・整理を、印刷物だけではなく電子
テクストを含めて行い、同時に、従来蒐集し



てきたテクスト及び新しい2次資料に基づく
分析基盤の整序を行った。とりわけ、原子論
が世界の構成を追求する世界観であると同
時に人間の認識、意識という問題と結びつい
てくるということを、このような 1 次・2 次
の資料調査を通じて、基盤として確認した。 
 
（2）その上で、原子論・ユートピア言説と
関連する科学言説の1次資料の選定とその蒐
集・整理を行い、および 2次資料に基づく分
析基盤の整序（とりわけ、ドゥルーズ等によ
って提唱された発生論としての原子論の重
要性を中心にして）を行った。これらに基づ
いて、特に、マーガレット・キャヴェンディ
ッシュの散文作品に表現される複数の世界
を中心として、原子論と関連する各種の世界
の構成要素の仮説（粒子、波、渦巻き）とそ
れによる理想世界との比喩関係について確
認をした。 
 
(3)次に、原子論、科学言説と関連するユー
トピア言説に関する１次資料の追加蒐集（特
に 18 世紀前半におけるテクスト）・整理、お
よび 2次資料に基づく、視点の見直し・追加
を行った（政治的な言説と原子論の結びつき
など）。とりわけ、ユートピア言説に原子論
が加わるときの否定的要素（エロティシズム
の問題、分裂状態の誘因としての原子論な
ど）、科学国家の称揚だけではない、それに
対する不安の言説（「科学」の不完全性の認
識、欲望とユートピア言説の結びつき）を確
認した。 
 
(4)このような作業を経て、研究会での発表
および外部識者との意見交換に基づき（とり
わけ、ヨーロッパの国際政治の状況及びグロ
ーバル経済の進行、そして、認識論・存在論
の変化という点について、外部からの意見を
参考にした）、研究の方向性の修正を経て、
研究のまとめを行っている。 
 
４．研究成果 
 
 まず、初期近代以前の原子論の概念（ギリ
シア・ローマの原子論）が、15 世紀に再発見
された後、17世紀英国において、ルクレティ
ウスのテクストの英語への翻訳（ジョン・イ
ーヴリン、ジョン・ドライデン、クリーチ等）
を通じて受容されていく経緯とその受容す
る姿勢の変容を明らかにした。端的に述べる
と、上記のような文学的・美学的な受容がな
されることで、従来否定的な受容あるいはそ
の負の側面が強調された受容に対して、肯定
的側面が認識されていく様子が明らかにな
った。また、ピエール・ガッサンディによる
キリスト教と原子論を融和させた哲学の英
国への紹介が行われていたことを確認し、中
世において忌避されるべき思想と見なされ
てきた原子論が科学的に受容可能な思想へ
と変貌する過程を明らかにした。更に、ジ

ル・ドゥルーズなど、現代批評理論における
原子論の重要性を確認することで、近代から
現代まで続く、いわゆる認識論と存在論との
対立関係に加えて、存在論と発生論との相克
関係の歴史（の重要性）について明らかにし
た。具体的には、十七世紀の哲学者ヒューム
を経由して、原子論における発生論的な問題、
すなわち、万物を生み出す根源的な存在とし
ての原子とその運動に基づく物質の誕生、さ
らには時間、空間すら発生する地点を考察す
る概念として原子論を捉える必要性を明ら
かにした。 
 
 このような点を明確にした上で、具体的に
は主に以下の 3つの成果をあげ、各学会機関
誌等で公表している。 
 
 (1) 原子論と近代精神の誕生 
  
 17 世紀後半のヘンリー・モアのテクストの
分析を通じて、肉体と魂というキリスト教
的・プラトニズム的な問題系から新たに近代
的な人間／精神への移行の過程を明らかに
した。 
 従来、ケンブリッジ・プラトニストとして
ヘンリー・モアは魂／精神の重要性を強調す
る存在と捉えられてきた。しかしながら、彼
のテクストを分析すると、天上と地上の間の
中間地帯を措定していることがわかり、更に、
その場所に、肉体から脱していながらも、何
らかの実体をもった精神的存在がいる状態
を措定していたことも明らかになる。 
 このような世界観／人間観は、ごく早い時
期から原子論に基づいた世界の複数性とい
う宇宙論を受容し、世界を変化と多様性に満
ちた存在として捉え、それこそが倫理的にも、
美学的に美しいという彼の思想から生じた
ものである。モアの受容した原子論は、トマ
ス・ホッブズのような全くの物質性、唯物論
的な世界ではなく、その非物質性と物質性の
中間物あるいは混合状態を考えようとして
いることがわかる。それは、モアが五感と外
界の刺激の伝達を肉体的なモデルの中で考
え、それをいかに魂の非物質性と結びつける
かということを考察していたことからも明
らかである。魂は肉体的感覚の伝達装置とし
ての機能も有しつつ、同時に認識する存在で
もあるのだ。たしかに、彼が著した『魂の不
滅性』の目的は、キリスト教的／プラトニズ
ム的な、魂の不滅性の証明であるのだが、魂
の不滅性を最終的に宣言するには、多くの紙
幅を費やして肉体と魂の絡み合い／中間状
態を語る必要がある。即ち、魂の不滅という
非物質論的なタイトルでありながらも、そこ
で語られるのは、むしろ魂の避けがたい物質
性との結びつきなのである。そして、この問
題は、熱狂を鍵語とした場合、肉体と魂を区
別しつつも、その不可避の関係性をとらえる
ことで、肯定すべき現象となる。不安定な肉
体と精神の混同に基づく信仰は偽りの精神



性・熱狂を作り出して苛烈な宗教対立が生じ
ることになるという歴史認識の下、モアは肉
体と精神を区別しつつ、その絡み合いを認め
ることで、真の熱狂が生み出されると考え、
そのような主体による「理想の」共同体の可
能性を提示しているのだ。 
 近代社会の中で、受け容れなくてはいけな
い己の肉体との関係で精神をいかに位置づ
けるか、それこそが近代の共同体と個人が抱
えた課題であり、モアのこのような概念はそ
の後のワーズワースなどへと引き継がれて
いくことを明らかにした。 
 
（2）原子論とオリジナリティの問題 
 
 17 世紀後半のマーガレット・キャヴェンデ
ィッシュは義理の兄などを通じて、ウォルタ
ー・チャールトンがイギリスに紹介したフラ
ンスのピエール・ガッサンディの原子論をい
ち早く受容した作家である。1653 年、彼女は
『詩編と虚構』を出版するが、その主要なモ
チーフは原子論であった。キャヴェンディッ
シュの原子論は、四元素など古い思想が残存
しているが、精神の物質性などの点では十分
に当時の原子論としての特徴があることが
明らかとなった。とりわけ、同一の素材から
異なる物質が生じることを扱っている（発生
論）点は当時の原子論のポイント（それによ
り、自然・人間への認識が変わる）を押さえ
ていることがわかる。一方、彼女の原子論に、
身体性、ジェンダー、セクシュアリティが付
随するという点は、ルクレティウスの比喩の
体系と類似しているが、偶然性が否定され、
運動が意図的で、それによって原子が調和を
形成する（ことが望ましい）という方向性が
見られるという点は独自の原子論となって
いることを明らかにした。 
 このような彼女の原子論はその劇作にお
いても理論的基盤として機能している。とり
わけ、彼女が熱愛したウィリアム・シェイク
スピアの演劇作品をその構成要素に断片化
して、自由に組み合わせることでオリジナリ
ティを作り上げる手法には、同一素材から別
のものを作り上げることが可能であるとの
原子論の発想を読み取ることができる。また、
それぞれの登場人物の会話・運動によって劇
全体が構成されるという彼女の劇の特徴に
ついても、原子論的な考え方がうかがえる。
上記の意志のある原子の運動という考え方
に基づき、登場人物の意志が相互に影響し合
い物語を進行させる要素として機能してい
る点に、従来の、全体の枠組みの中で決まっ
た役割を行動する主体ではない存在、そして
その主体が新たな社会共同体を構成する過
程を読み取ることも可能である。 
 多数の作者の書物から、さまざまな情報の
断片を集め、それを自分の言葉でおもしろく
書き換え、それを組み立てることによって、
全体としてはオリジナリティが形成される
という彼女の主張には、出版物が増加し、そ

れを読む読者層も増加し、入手が容易になっ
た情報があふれる時期に生まれた作者とし
て、新たなオリジナリティのあり方とそれを
受容する共同体の措定という問題系を読み
取ることが可能である。 
 
（3）原子論と諷刺 
 
 18 世紀中葉になると、原子論は一般的な読
者が読む小説において、諷刺の対象となるほ
ど認知されるようになる。1769 年、匿名で出
版された、トバイアス・スモレットの『原子
の冒険物語』はその典型的な作品である。こ
の作品は、原子論は人間の肉体と精神をめぐ
る重要な概念だとし、生成変化する偶発性と
多様性に満ちた、ある意味、混沌とした世界
とそこに生きる人間を描く発想の根源でも
あるとする。社会・共同体の混乱は一つの原
因に還元されず、本作では、個人の単純な好
き嫌いや愚行、変節などの小さな力が多くの
人々に影響し、連鎖的偶然性から混乱が生じ
る世界が描かれる。また、複雑多岐な国際政
治を描くことは、単純な静的な諷刺構造では
不可能で、動的な複雑さが生み出される過程
を描く諷刺構造が必要とされ、その基盤とし
て原子論が機能していることも明らかにな
った。 
 また、17 世紀末から、原子論を受容したヘ
ンリー・モア等により、宇宙、肉体の問題と
して原子論は受け容れられるが、精神、そし
て魂の問題が議論され始め、その後、精神も
知覚・感覚中枢という神経系の問題だとされ
始めると、魂の不滅性に関する不安が増大し
ていく。本作は、原子論によりもたらされた、
近代の人々がもつ精神的危機感も表しても
いることを明らかにした。 

＊ 
 以上のような研究成果を端的にまとめる
と、以下のようになる。本研究では、初期近
代において、原子論が科学言説であると同時
に文学言説としても機能するようになり、そ
れが個人の認識の問題とも結びついて、個々
人がどのように共同体を形成するか／衝突
するかという言説の基盤として機能する過
程を明らかにした。今後の展望としては、時
代を長い 18 世紀へと移して、上記のような
認識について、その影響の範囲の広がりとと
もにその変容を確認することで、共同体思想
の変化の原因・過程・結果を明らかにする予
定である。 
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